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母子保健法施行規則の一部を改正する省令の公布及び 

母子健康手帳の記載事項の取扱い等について 

 

 

 

  平素より、予防接種行政及び母子保健行政に御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。 

 

  本年 10月１日に予防接種法施行令の一部を改正する政令（平成 28年政令第 241号）

が施行されることにより、Ｂ型肝炎が定期の予防接種の対象疾病となります。 

  これを踏まえ、母子保健法施行規則（昭和 40年厚生省令第 55号）に規定する母子健

康手帳の様式の一部について、母子保健法施行規則の一部を改正する省令（平成 28 年

厚生労働省令第 155号）により改正するとともに、当該様式において所要の改正を行い、

同日から適用することにしており、その改正の概要等は下記のとおりです。 

  貴職におかれては、下記第一の内容について御了知の上、貴管内市町村への周知を図

るとともに、その実施に遺漏のないようお願いいたします。 

また、既に交付している母子健康手帳の取扱い等について、下記第二に記載していま

すので、併せて御留意いただき、円滑な予防接種の実施に特段の御配慮をお願いいたし

ます。 

 

なお、母子健康手帳の任意記載事項様式の取扱いについては、別途通知でお示ししま

す。 



 

記 

 

第一 母子保健法施行規則の一部改正について 

 

１ 改正の趣旨 

  予防接種法施行令の一部を改正する政令（平成 28 年政令第 241 号）の施行により、

本年 10 月１日からＢ型肝炎に係る予防接種が定期接種の対象となること。これを踏ま

え、母子保健法施行規則に規定する母子健康手帳の様式について２（１）の改正を行う

とともに、２（２）及び（３）のとおり所要の改正を行うこと。 

 

２ 改正の内容 

（１） 母子保健法施行規則様式第３号中、Ｂ型肝炎に係る予防接種の記録欄を追加する

とともに、１歳６か月児健診、３歳児健診及び６歳児健診の結果を記載するページ

における予防接種の記録欄に、Ｂ型肝炎に係る予防接種を追加すること。 

 （２） 新生児聴覚検査の記録欄について、より詳細な検査結果を記載できるよう改正

すること。 

 （３） １歳６か月の頃の保護者の記録欄の文言を適正化すること。 

 

３ 施行期日等 

（１）  平成 28年 10月１日から施行すること。 

（２）  母子保健法施行規則の一部を改正する省令の施行の際、現にある、改正前の様 

 式による用紙については、当分の間、これを取り繕って使用することができること。 

 

第二 既に交付している母子健康手帳の取扱い等 

 

１ 既に交付している母子健康手帳の取扱い 

（１） 既に交付している母子健康手帳及び平成 28年 10月１日時点で現にある用紙に

ついては、当分の間、これを取り繕って使用することができること。  

（２） その際には、任意様式のＢ型肝炎に係る予防接種の記録欄に記録するなど、分

かりやすい接種の記録が行われるよう情報提供に努めること。また、この場合で

あっても、予防接種法施行規則（昭和 23年厚生省令第 36号）第４条第３項の規

定に基づき、予防接種済証の交付に代えて、母子健康手帳に証明すべき事項を記

載すること。 

 

２ 妊産婦や乳幼児のいる家庭等に対する情報提供 

１の内容と併せ、Ｂ型肝炎に係る予防接種の定期接種化について、衛生主管部局と

母子保健主管部局とで連携しながら、母子健康手帳の交付の機会等を利用し、既に母

子健康手帳を交付した方を含む妊産婦や乳幼児のいる家庭等に対する情報提供に努

めること。 


